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今昔探訪

和泉東町内会

東町界隈の



安西　　香　（第14代町内会長：2020/4～2022/3）
あんざい　かおる （第27組）

昭和34年（1959年)、約50世帯が存在した町内は、当時、
畑、山林が多く残った、謂わば田園地帯でした。世帯数の
増加とともに社会基盤が徐々に整備され、スーパー、銀行
等が進出し、更に市営地下鉄、バスターミナルも出来、私
達は今日常生活にこと欠かない恵まれた環境にいます。
反面、便利さ故か、ややもすれば対人関係に希薄になりが
ちです。
　この度、地域の伝説、風習、史跡等を知ることで郷土愛
が育まれ、連帯感が自ずと醸成されるとの思いから連載さ
れた「東町界隈の今昔探訪」は、冊子にする折に一部加除
修正したものです。
　この機に、広く町会員の皆様方にご一読頂き、来し方行く
末に思いを馳せるも意義あることと存じます。
町会発展の一助になれば幸いです。

～発刊のあいさつ～



<*1> 　明仁皇太子殿下と正田美智子さん(現上皇后)が4/10ご成婚、当日は、NHKと民放でテレビカメラ100台、放送要
員1，000人を動員してご成婚パレードを中継

<*2> 　10/10（後の体育の日）から10/24までの15日間、東京都で開かれたオリンピック競技大会。93か国(選手5,152
人)参加、20競技163種目で開催

<*3> 　かまくらみち「泉署入口」交差点附近

１．　和泉
いずみ

東
ひがし

町
ちょう

内
ない

会
かい

の生
お

いたち

昭和
しょうわ

34年
ねん

（１９５９年
ねん

）、台
だい

谷戸
やと

町内会
ちょうないかい

から約
やく

50世帯
せたい

で分離
ぶんり

、独立
どくりつ

しまし

た。

当時
とうじ

は、山
やま

と畑
はたけ

がどこまでも続
つづ

く、まさに田園
でんえん

地帯
ちたい

そのものでした。

２．　昭和
しょうわ

30年代
ねんだい

の和泉
いずみ

東
ひがし

町
ちょう

昭和
しょうわ

30年代
ねんだい

の話題
わだい

といえば、34年
ねん

（１９５９年
ねん

）4月
がつ

の皇太子
こうたいし

（現
げん

上皇
じょうこう

）の

結婚
けっこん

<*1>と、39年
ねん

(1964年
ねん

）10月
がつ

の東京
とうきょう

オリンピック開催
かいさい

<*2>ではない

でしょうか。

和泉
いずみ

東
ひがし

町
ちょう

に土着
どちゃく

の家
いえ

は無
な

く、昭和
しょうわ

30年代
ねんだい

当初
とうしょ

は主
おも

に畑地
はたち

で、米
こめ

や麦
むぎ

、

サツマイモ、ジャガイモ等
とう

の栽培
さいばい

で、北
きた

は富士
ふじ

塚
つか

のバス停
てい

<*3>辺
あた

りか

ら、南
みなみ

は下和泉
しもいずみ

方面
ほうめん

まで一望
いちぼう

でき、富士山
ふじさん

もクッキリ見
み

える農村
のうそん

でし

た。

高度
こうど

経済
けいざい

成長
せいちょう

とともに、町内
ちょうない

会館
かいかん

附近
ふきん

から次第
しだい

に家
いえ

が建
た

ち始
はじ

め、30年
ねんだ

代
い

の終
おわ

りには150戸
こ

余
あま

りになりました。

それが11年後
ねんご

の昭和
しょうわ

45年
ねん

（1970年
ねん

）には、建築
けんちく

ブームで一気
いっき

に110戸
こ

も

の新
あたら

しい家
いえ

が建
た

ちました。

ただ、町
まち

の発展
はってん

に道路
どうろ

の整備
せいび

が追
お

い付
つ

かず、風
かぜ

の日
ひ

は砂塵
さじん

に、雨
あめ

の日
ひ

は泥濘
ぬかるみ

に悩
なや

まされ、町内会
ちょうないかい

の主
おも

な行事
ぎょうじ

は春
はる

・秋
あき

年
ねん

２回
かい

の道普請
みちぶしん

（砂利
じゃり

敷
じ

き）でした。

また、名前
なまえ

の由来
ゆらい

については、集落
しゅうらく

が「かまくらみち」に沿
そ

った旧
きゅう

和泉
いずみちょう

町の東
ひがし

に位置
いち

しているので、東
ひがし

町内
ちょうない

会
かい

と命名
めいめい

したとも伝
つた

えられていま

す。
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市営
しえい

地下鉄
ちかてつ

「立場
たてば

」駅
えき

の昨年度
さくねんど

の利用者
りようしゃ

は、

１１，０００人
にん

／日
ひ

といわれ、バスは放射
ほうしゃ

線状
せんじょう

に

伸
の

び、多
おお

くの人
ひと

が買
か

い物
もの

に訪
おとず

れて賑
にぎ

わいを

見
み

せています。”立場
たてば

”のある和泉
いずみ

東
ひがし

町内会
ちょうないかい

はこうした環境
かんきょう

の下
もと

、安心
あんしん

・安全
あんぜん

でクリーン

な街
まち

づくりを推進
すいしん

しています。
立場交差点（現在）

３．　立場
たてば

の由来
ゆらい

養蚕業
ようさんぎょう

が盛
さか

んだった明治
めいじ

の中期
ちゅうき

、中田
なかだ

の青木
あおき

近
ちか

右衛門
えもん

が、おらが村
むら

の

シルクロードと、いざ鎌倉
かまくら

への道
みち

が交差
こうさ

する角
かど

に、牛馬
ぎゅうば

車
しゃ

を牽
ひ

く旅人
たびびと

が

休憩
きゅうけい

する場
ば

として立場
たてば

<*4>を開業
かいぎょう

し、食料
しょくりょう

雑貨
ざっか

なども商
あきな

って<*5>長
なが

い間
あいだ

人々
ひとびと

に親
した

しまれてきたが、時代
じだい

の変転
へんてん

とともに立場
たてば

の役割
やくわり

は廃
すた

れ

てしまった。

現在
げんざい

、泉区
いずみく

のほぼ中央
ちゅうおう

に位置
いち

するこの立場
たてば

は、今
いま

や本来
ほんらい

の意味
いみ

から離
はな

れてしまったが、立場
たてば

という地名
ちめい

で定着
ていちゃく

している。

これからは、交通
こうつう

の要衝
ようしょう

として、また、商業
しょうぎょう

の中心
ちゅうしん

地
ち

として栄
さか

え続
つづ

ける

ことだろう。［泉区
いずみく

小史
しょうし

　いずみ　いまむかし　より］

伊勢原
いせはら

線
せん

（現
げん

長後
ちょうご

街道
かいどう

）に出
で

ても、片側
かたがわ

一
いっ

車
しゃせ

線
ん

の狭
せま

い砂利道
じゃりみち

で凸凹
でこぼこ

がひどく、妊婦
にんぷ

が乗
の

ると流産
りゅうざん

すると言
い

われ、「流産
りゅうざん

道路
どうろ

」と新聞
しんぶん

に写真
しゃしん

入
い

りで報
ほう

じられたこともありました。

立場交差点附近（1958年ごろ）

ただ、道路
どうろ

の整備
せいび

がされず、雨
あめ

の日
ひ

の外出
がいしゅつ

は大変
たいへん

で、特
とく

にサラリーマ

ンや学生
がくせい

はブーツでバス停
てい

まで行
い

き、そこでシューズ等
とう

に履
は

き替
か

える

ありさまでした。夜道
よみち

も外灯
がいとう

などは無
な

く、懐中
かいちゅう

電灯
でんとう

は必携
ひっけい

品
ひん

でした。

<*4> 　江戸時代、街道などで人夫が駕籠などを止めて休憩した場所を言う［広辞苑］が、ここでは、青木近右衛門が立
場を開場し、馬止のために数本の杭を立てたのが語源と言われている。

<*5> 　当時はよろず屋で、食品のほか、漢方薬、雑貨、石油なども販売していたそうである。現在は、リカーショップタ
テバ（ヨークマート内の酒屋）として、子孫である青木籌之（かずゆき）さん(27組)が経営している。
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４．　近
ちか

くにある名所
めいしょ

・旧跡
きゅうせき

当
とう

町内会
ちょうないかい

が所属
しょぞく

している和泉
いずみ

中央
ちゅうおう

連合
れんごう

自治会
じちかい

の会館
かいかん

は泉
いずみ

中央
ちゅうおう

公園
こうえん

内
ない

にあります。

ここは、泉
いずみ

小次郎
こじろう

親
ちか

衡
ひら

<*6>の館跡
やかたあと

と言
い

われ、創建
そうけん

は建暦
けんれき

2年
ねん

(1212)と

伝
つた

えられています。

園内
えんない

には「泉
いずみ

小次郎
こじろう

馬洗い
うまあら

の池
いけ

」があり、池
いけ

は一年中
いちねんじゅう

湧
わ

き水
みず

が枯
か

れる

ことなく、昔
むかし

から旱魃
かんばつ

が続
つづ

くと、池
いけ

の水
みず

を汲
く

み干
ほ

し雨乞
あまご

いの願
がん

をかけて

きました。

泉
いずみ

小次郎
こじろう

親
ちか

衡
ひら

の道場
どうじょう

として創建
そうけん

したとされるのが臨済宗
りんざいしゅう

長福寺
ちょうふくじ

で、鎌
かまく

倉
ら

円覚寺
えんがくじ

の末寺
まつじ

です。

隣接
りんせつ

する須賀
すが

神社
じんじゃ

はその守護神
しゅごしん

として伝
つた

えられています。昔
むかし

は「天王
てんのう

社
しゃ

」と称
しょう

していましたが、明治
めいじ

に入
はい

り神仏
しんぶつ

分離
ぶんり

令
れい

により須賀
すが

神社
じんじゃ

と改
あらた

め

られました。

近
ちか

くには長福寺
ちょうふくじ

の守
まも

り本尊
ほんぞん

と言
い

われている

不動尊
ふどうそん

<*7>があり、館
やかた

の鬼門
きもん

除
よ

けとして勧
かんじょ

請
う

したと言
い

われている「神明社
しんめいしゃ

」がありま

す。
長福寺　↑

　　　　　←　泉小次郎馬洗いの池

<*6> 　建保3年（1213）2月、泉小次郎親衡は和田義盛の子義直、義重と甥の胤長などと語らって、二代将軍源頼家の
遺児千寿丸を擁して、北条義時を倒そうとしたが計画が事前に発覚し、この地から逃亡したことが吾妻鏡に載ってい
る。

<*7> 　長福寺の西方約200ｍ先に祀られている不動尊は、泉小次郎親衡の守り本尊といわれている。不動尊の左右
には「男瀧(おたき)」「女瀧(めたき)」があり、土地の人々はこの付近を「瀧の前」と呼んでいる。
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新年
しんねん

を迎
むか

えたら、まず”寒
かん

詣
まい

り”といって、近
ちか

くの神社
じんじゃ

、庚申
こうしん

様
さま

、お稲荷
いなり

等
とう

に米
こめ

を持
も

ってお詣
まい

りします。　これは、必
かなら

ず暗
くら

いうちに3ｹ日続
つづ

けて

行
おこな

います。

また、元日
がんじつ

には、お寺
てら

に年賀
ねんが

に行
い

きます。　その後
ご

は隣近所
となりきんじょ

への挨拶
あいさつ

廻
まわ

りです。

　子
こ

どもたちは、主
おも

に男
おとこ

の子
こ

は独楽
こま

回
まわ

し、女
おんな

の子
こ

は羽根突
はねつ

きに興
きょう

じて

いました。

（ちなみに、凧揚
たこあ

げは5月
がつ

5日
か

［こどもの日
ひ

］でした。）

５．　年末
ねんまつ

の行事
ぎょうじ

今回
こんかい

は、昭和
しょうわ

30年代
ねんだい

初頭
しょとう

(1955～)<*8>まで続
つづ

いた年末
ねんまつ

の行事
ぎょうじ

のいく

つかをご紹介
しょうかい

します。

◎【煤払
すすはら

い】　各家庭
かくかてい

が必
かなら

ず行
おこな

った行事
ぎょうじ

です。正月
しょうがつ

の神
かみ

を迎
むか

えるために

煤
すす

ほこりを払
はら

い清
きよ

めるものです。

◎【火
ひ

の番
ばん

】　今
いま

は町内
ちょうない

の消防団
しょうぼうだん

員
いん

が車
くるま

で巡回
じゅんかい

し注意
ちゅうい

を喚起
かんき

していま

すが、当時
とうじ

は2人
り

1組
くみ

で「火
ひ

の用
よう

～心
じん

！」と言
い

って拍子木
ひょうしぎ

を叩
たた

いて一晩
ひとばん

に2～3回
かい

廻
まわ

っていました。

◎【冬至
とうじ

】　今年
ことし

は21日
にち

（月
げつ

）がこの日
ひ

に当
あ

たります。カボチャを食
た

べる

と腹
はら

を壊
こわ

さない、柚子
ゆず

湯
ゆ

に入
はい

ると中風
ちゅうぶう

（脳卒中
のうそっちゅう

）にならないと言
い

われま

した。

◎【餅
もち

つき】　午前
ごぜん

3時
じ

～4時
じ

に起
お

きて搗
つ

きますが、29日
にち

は”苦
く

持
もち

”として

敬遠
けいえん

され、その前
まえ

に済
す

ませました。門松
かどまつ

も同様
どうよう

に29日
にち

は嫌
きら

われ、31日
にち

も”一夜
いちや

飾
かざ

り”として避
さ

けました。

上記
じょうき

は、この辺
あた

りの風習
ふうしゅう

であり、地区
ちく

、また

家庭
かてい

によって違
ちが

いはありました。

　　　　　　　　　　　↑　東京タワー建設

<*8> 　昭和30年代前半（1955～1959)　の主な出来事　　　三種の神器(白黒テレビ、冷蔵庫、洗濯機）、国際連合へ加
盟、東京タワー完成、巨人軍長嶋・王デビュー、皇太子殿下(現上皇)ご成婚、新幹線こだま号運転開始、関門トンネル
開通など

６．　正月
しょうがつ

の行事
ぎょうじ
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<*12> 　昭和46年（1971)　の主な出来事　ＮＨＫ総合TV全番組カラー化、『仮面ライダー』放映開始、横綱・大鵬が引
退、マクドナルド日本第1号店が銀座にオープン、アポロ14号が月に着陸

７日
なのか

は七草粥
ななくさがゆ

<*9>を作
つく

り、神様
かみさま

にあげ、食
た

べる。　これは万病
まんびょう

を防
ふせ

ぐと

いわれました。

11日
にち

は鏡開
かがみびら

きです。　お供
そな

え餅
もち

を切
き

ったお汁粉
しるこ

を食
た

べます。

14日
か

は”どんど焼
や

き”（せいと焼
や

き、さいと焼
や

き、左義長
さぎちょう

<*10>とも云
い

う）。　夕方
ゆうがた

に、門松
かどまつ

、お飾
かざ

り、書初
かきぞ

め、古
ふる

いお札
ふだ

等
とう

を焚
た

きあげますが、こ

の時
とき

、三又
みまた

の木
き

に団子
だんご

3個
こ

を差
さ

して焼
や

き、2個
こ

は他
ほか

の人
ひと

と交換
こうかん

し、残
のこ

りの

1個
こ

は持
も

ち帰
かえ

って食
た

べると風邪
かぜ

をひかない、病気
びょうき

にならないといわれ

ました。

なお、上記
じょうき

は、この辺
あた

りの風習
ふうしゅう

であり、地区
ちく

、

また家庭
かてい

によって違
ちが

いはありました。

<*10> 　左義長（さぎちょう、三毬杖）とは、小正月に行われる火祭りの行事。日本全国で広く見られる習俗である。
<*11> 　現在のヨークマート駐車場の敷地内にあった。

７．　町内
ちょうない

会館
かいかん

の建設
けんせつ

町内
ちょうない

会
かい

が発足
ほっそく

した当初
とうしょ

、会館
かいかん

は無
な

く、会合
かいごう

は会長
かいちょう

宅
たく

はじめ各役員
かくやくいん

宅
たく

の

持
も

ち廻
まわ

りで開
ひら

いていました。

その後
ご

、中和田
なかわだ

中学校
ちゅうがっこう

東
ひがし

門
もん

前
まえ

に「青少年
せいしょうねん

の家
いえ

」が出来
でき

ました<*11>が、

市
し

の施設
しせつ

で利用
りよう

希望者
きぼうしゃ

が多
おお

く、都合
つごう

の良
よ

い日時
にちじ

の選定
せんてい

は困難
こんなん

でした。

　一方
いっぽう

、かねて町会
ちょうかい

員
いん

からは「独自
どくじ

の会館
かいかん

を作
つく

っては？」との声
こえ

が強
つよ

く、1971年（昭和46年）<*12>、当時
とうじ

の体育
たいいく

振興
しんこう

会
かい

長
ちょう

　近藤
こんどう

正
ただし

様
さま

(23組
くみ

)

が所有
しょゆう

していた倉庫
そうこ

の寄贈
きぞう

を受
う

け町内
ちょうない

会館
かいかん

（「東
ひがし

町
ちょう

青少年
せいしょうねん

会館
かいかん

」）と

し、場所
ばしょ

は現在地
げんざいち

を借用
しゃくよう

しました。

（写真
しゃしん

参照
さんしょう

）

<*9> 　春の七草（セリ・ナズナ、ゴギョウ・ハコベラ・ホトケノザ、スズナ・スズシロ、これぞ七草)［七五調で唱える］

上記は、室町時代（貞治年間：1362-1368）に、室町幕府2代目将軍の足利義詮(あしかがよしあきら)の命により成立し
た源氏物語の注釈書「河海抄(かかいしょう)」に記載されている。

青少年会館 (昭和46年9月）

青少年会館 (昭和46年9
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これを契機
けいき

に、町内会
ちょうないかい

の活動
かつどう

は一段
いちだん

と活発化
かっぱつか

しました。　ただ、会館
かいかん

は

倉庫
そうこ

の改築
かいちく

で使
つか

い勝手
かって

も良
よ

くなく、また、時
とき

の経過
けいか

とともに老朽化
ろうきゅうか

が

進
すす

み、床
ゆか

の上
うえ

にゴルフボールを置
お

くと、転
ころ

がり出
だ

す始末
しまつ

でした。

　平成
へいせい

（1989年
ねん

～）の時代
じだい

に入
はい

り、最大
さいだい

の課題
かだい

は会館
かいかん

の建
た

て替
か

えで、平
へいせ

成
い

12年
ねん

(2000年
ねん

)<*13>、町内
ちょうない

の(株
かぶ

)齋藤
さいとう

工務店
こうむてん

(社長
しゃちょう

：齋藤
さいとう

良樹
よしき

(5組
くみ

))

様
さま

の施工
せこう

により、敷地
しきち

87坪
つぼ

、建
たて

坪
つぼ

36坪
つぼ

(ホール部
ぶ

24坪
つぼ

）の現在
げんざい

の会館
かいかん

が

完成
かんせい

しました。

８．　三月
さんがつ

の習
なら

わし

［ひな祭
まつ

］　3月
がつ

3日
か

は女子
じょし

の節句
せっく

（桃
もも

の節句
せっく

）として雛人形
ひなにんぎょう

を飾
かざ

り、赤
あか

、

白
しろ

、緑
みどり

の菱餅
ひしもち

、米
こめ

麹
こうじ

と酒
さけ

でできた白酒
しろざけ

、桃
もも

の花
はな

などを供
そな

え祝
いわ

いました。

初
はつ

節句
せっく

の場合
ばあい

、多
おお

くはお嫁
よめ

さんの実家
じっか

から贈
おく

られる風習
ふうしゅう

がありました。

節句
せっく

が終
お

われば早
はや

く片付
かたづ

けないとお嫁
よめ

に行
い

きそびれる、あるいは遅
おそ

く

なると言
い

われ、早々
そうそう

に片付
かたづ

けました。

　　　♫「うれしいひなまつり」　　<*14>

　　　　　　　　作詞
さくし

：　サトウハチロー　　作曲
さっきょく

：　河村
かわむら

光陽
こうよう

　　　あかりをつけましょ　ぼんぼりに

　　　お花
はな

をあげましょ　桃
もも

の花
はな

　　　五人
ごにん

ばやしの　笛
ふえ

太鼓
たいこ

　　　今日
きょう

はたのしい　ひなまつり

［彼岸
ひがん

］　三月
さんがつ

の17日
にち

は彼岸
ひがん

の入
い

り、２０日
か

は

中日
ちゅうにち

（春分
しゅんぶん

の日
ひ

）です。

墓参
はかまい

りをし、ぼた餅
もち

を供
そな

え供養
くよう

します。お寺
てら

に行
い

き、お布施
ふせ

を包
つつ

んで挨拶
あいさつ

に行
い

きます。

<*14> 　1936年（昭和11年）に発表（レコード化）された童謡で、歌詞は4番まである。当時の曲題は「嬉しい雛まつり」。
ちなみに、2007年(平成19年)に日本の歌百選に選出されている。

<*13> 　平成12年（2000)　の主な出来事　シドニーオリンピック開催（金5 銀8 銅5）、ハッピーマンデー初適用、iモード
ブーム（出会い・着メロ・待ち受け等）、イチローが野手として日本人初の大リーガーとなる、三宅島噴火で全島民避難
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９．　さわやか運動
うんどう

の起源
きげん

さわやか運動
うんどう

の名
な

の下
もと

に町内
ちょうない

全域
ぜんいき

一斉
いっせい

に清掃
せいそう

活動
かつどう

が実施
じっし

されたのは

1980年
ねん

(昭和
しょうわ

55年
ねん

)です。　以来
いらい

、今日
こんにち

まで続
つづ

いています。

この地
ち

に住
す

まいを求
もと

めた人
ひと

の第一
だいいち

印象
いんしょう

はまず悪路
あくろ

でした。年
ねん

2回
かい

の砂
じゃり

利敷
じ

き（道普請
みちぶしん

）は日常
にちじょう

生活
せいかつ

を営
いとな

むうえで欠
か

かせない、重要
じゅうよう

な年中
ねんちゅう

行
ぎょう

事
じ

で、これに参加
さんか

できないと”出
で

不足
ぶそく

料
りょう

”と称
しょう

して一時
いちじ

150円
えん

<*15>を納
おさ

める定
さだ

めもありました。

　一方
いっぽう

この間
かん

、道路
どうろ

整備
せいび

の陳情
ちんじょう

も併行
へいこう

して続
つづ

け、1968年
ねん

(昭和
しょうわ

43年
ねん

)舗
ほそう

装と下水道
げすいどう

の誘致
ゆうち

が決
き

まり、1983～1984年
ねん

(昭和
しょうわ

58年
ねん

～59年
ねん

)には、

北部
ほくぶ

の一部
いちぶ

地域
ちいき

を除
のぞ

き未
み

舗装
ほそう

道路
どうろ

はほぼ解消
かいしょう

されました。

　現在
げんざい

は市
し

のクリーンアップ運動
うんどう

の一環
いっかん

として実施
じっし

していますが、そ

もそも、さわやか運動
うんどう

は毎年
まいとし

5月
がつ

の立夏
りっか

が過
す

ぎ、蚊
か

や蠅
はえ

などが湧
わ

き始
はじ

める時期
じき

に、傷
いた

んだ道路
どうろ

にできた水溜
みずたま

りの補修
ほしゅう

や下水
げすい

、排水溝
はいすいこう

に詰
つ

まった枯木
かれき

、雑草
ざっそう

、土砂
どしゃ

などを取
と

り除
のぞ

くものです。

　昨今
さっこん

は、一部
いちぶ

箇所
かしょ

の側溝
そっこう

を除
のぞ

き、薬剤
やくざい

の散
さんぷ

布もなく、作業
さぎょう

はすっかり軽減
けいげん

されました。

これもクリーンな街
まち

である証
あかし

です。
2019.5.12の様子（北側）

<*15> 　昭和43年（1968)当時のおおよその物価　初任給(大卒)\25,302、かけそば\70、ラーメン\75、コーヒー(喫茶
店)\80、銭湯\32、映画館(封切)\500　なお、当時の\150を現在価値に換算すると、約\540程度（消費者物価指数は当
時の約3.6倍<日銀HPで調査>)

１０．　町内
ちょうない

会
かい

と和楽
わらく

会
かい

町内会
ちょうないかい

は当
とう

地域
ちいき

に居住
きょじゅう

する世帯
せたい

で構成
こうせい

し、和楽
わらく

会
かい

は個人
こじん

単位
たんい

で入会
にゅうかい

し

ている団体
だんたい

です。　町内会
ちょうないかい

の活動
かつどう

は、様々
さまざま

なイベント、広報
こうほう

、掲示板
けいじばん

等
とう

で広
ひろ

く紹介
しょうかい

している通
とお

りです。

　一方
いっぽう

、和楽
わらく

会
かい

は、町内会
ちょうないかい

発足後
ほっそくご

10年
ねん

を経
へ

た1969年
ねん

(昭和
しょうわ

44年
ねん

)の4月
がつ

に結成
けっせい

されました。
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それ以前
いぜん

は町内会
ちょうないかい

の一部
いちぶ

門
もん

で、1995年
ねん

(平成
へいせい

7年
ねん

)社会
しゃかい

奉仕
ほうし

と高齢者
こうれいしゃ

福
ふくし

祉の推進
すいしん

を目標
もくひょう

に掲
かか

げて分離
ぶんり

し、現在
げんざい

に至
いた

っています。

入会
にゅうかい

に際
さい

し特
とく

に資格
しかく

は問
と

いません。地域
ちいき

内
ない

に暮
く

らしていれば誰
だれ

でもい

つでも自由
じゆう

に入会
にゅうかい

できます。

会員
かいいん

は第
だい

一線
いっせん

を退
しりぞ

いた方々
かたがた

が主
しゅ

で、現在
げんざい

（2021年
ねん

4月
がつ

1日
にち

）総数
そうすう

101名
めい

(男
おとこ

58、女
おんな

43)、会費
かいひ

は年
ねん

1,200円
えん

です。

　グラウンドゴルフ、健康
けんこう

体操
たいそう

など、いくつか

の部会
ぶかい

がありますが、とりわけ、2か月
げつ

に1回
かい

の誕生会
たんじょうかい

ではカラオケを楽
たの

しみ、健康
けんこう

や趣
しゅみ

味を話題
わだい

に近況
きんきょう

を語
かた

り合
あ

う場
ば

として毎回
まいかい

大
たいへ

変
ん

な盛況
せいきょう

です。
2019.11.10の誕生会&芋煮会の様子

１１．　須賀
すが

神社
じんじゃ

の祭礼
さいれい

かつては”和泉
いずみ

の天王
てんのう

さま”と言
い

われ、近郷
きんごう

にまで広
ひろ

く知
し

れ渡
わた

って、盛
せいだ

大
い

に行
おこな

われていました。　1965年
ねん

(昭和
しょうわ

40年
ねん

)頃
ごろ

までは曜日
ようび

、天候
てんこう

に関
かんけ

係
い

なく7月
がつ

22日
にち

と決
き

まっていました。

　この近辺
きんぺん

での夏祭
なつまつ

りは珍
めずら

しく、それは農作物
のうさくもつ

の生育
せいいく

を祈願
きがん

する神事
しんじ

で、真
ま

近
じか

に迫
せま

ると農家
のうか

はそれまでに一区切
ひとくぎ

りつけようと、田圃
たんぼ

の草取
くさと

り

や陸稲
りくとう

、さつま芋
いも

の作業
さぎょう

に多忙
たぼう

を極
きわ

めました。

15日
にち

はお仮屋
かりや

を建
た

て、神輿
みこし

を納
おさ

め、21日
にち

の宵宮
よいみや

には演芸会
えんげいかい

が行
おこな

われ、

境内
けいだい

は老若
ろうにゃく

男女
なんにょ

で立錐
りっすい

の余地
よち

もないほどの賑
にぎ

わいでした。

22日
にち

の渡御
とぎょ

（おわたり）は神主
かんぬし

と和装
わそう

で威儀
いぎ

を正
ただ

した世話
せわ

人
にん

たちが先
せんど

導
う

し、神輿
みこし

は巡行
じゅんこう

途上
とじょう

酒
さけ

による酔
よ

いも手伝
てつだ

った担
かつ

ぎ手
て

の勢
いきお

いで、手入
てい

れの行
い

き届
とど

いた田圃
たんぼ

に突
つ

っ込
こ

み、青々
あおあお

と生育
せいいく

している稲
いね

を台無
だいな

しにす

ることも度々
たびたび

でしたが、これも豊作
ほうさく

（神
かみ

の恵
めぐ

み）になると喜
よろこ

ばれたもの

でした。
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　この地
ち

が育
はぐく

んだ伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

、これか

らも郷土
きょうど

の誇
ほこ

りとして伝承
でんしょう

されていく

ことを期待
きたい

しています。

2019.7.14の宮入巡行の様子(長後街道沿い）

１２．　お盆
ぼん

の行事
ぎょうじ

お盆
ぼん

は正月
しょうがつ

とともに日本
にっぽん

を代表
だいひょう

する年中
ねんちゅう

行事
ぎょうじ

です。　正式
せいしき

には盂蘭盆
うらぼん

と云
い

われ、祖霊
それい

を供養
くよう

する行事
ぎょうじ

で、略
りゃく

して「盆
ぼん

」と云
い

われています。

当
とう

地域
ちいき

では、大部分
だいぶぶん

が新暦
しんれき

8月
がつ

15日
にち

の月遅
つきおく

れに行事
ぎょうじ

が営
いとな

まれていま

す。8月
がつ

に入
はい

ると、お墓
はか

の掃除
そうじ

をし、13日
にち

昼間
ひるま

にご先祖様
せんぞさま

が帰
かえ

ってくる

ようにと屋敷
やしき

の入口
いりぐち

に盛土
もりど

を作
つく

り、胡瓜
きゅうり

と茄子
なす

で牛
うし

と馬
うま

の人形
にんぎょう

を用意
ようい

し、これを盛土
もりど

に置
お

き、線香
せんこう

をあげます。

仏壇
ぶつだん

には里芋
さといも

（あるいは蓮
はす

）の葉
は

に賽
さい

の目
め

に切
き

った茄子
なす

を乗
の

せ供
そな

えま

す。13日
にち

には迎
むか

え火
び

を焚
た

き、15日
にち

には送
おく

り火
び

を焚
た

いて終了
しゅうりょう

する<*16>の

が恒例
こうれい

です。

近年
きんねん

はこの光景
こうけい

は殆
ほとん

ど見
み

られなくなりました。

盆踊
ぼんおど

りは、お盆
ぼん

の期間中
きかんちゅう

にお寺
てら

や神社
じんじゃ

で踊
おど

るもので、お盆
ぼん

を迎
むか

える精
せいれ

霊
い

を慰
なぐさ

める踊
おど

りです。なお、近年
きんねん

の盆踊
ぼんおど

りは”夏祭
なつまつ

り”として老若
ろうにゃく

男女
なんにょ

が

楽
たの

しんでいます。

１３．　敬老
けいろう

の日
ひ

9月
がつ

の第
だい

3月曜日
げつようび

は敬老
けいろう

の日
ひ

です。

老人
ろうじん

の日
ひ

に代
か

わって新
あら

たに敬老
けいろう

の日
ひ

が制定
せいてい

されたのが1966年
ねん

(昭和
しょうわ

41年
ねん

)<*17>で、それに伴
ともな

い、当
とう

東
ひがし

町内会
ちょうないかい

では敬老会
けいろうかい

を実施
じっし

しました。

＜*16＞ 　お盆の行事は各地域、各家庭でまちまちです。16日に送り火を焚くところもあるようで、どれが正しいというも
のはありません。

<*17> 　昭和41年（1966)　の主な出来事　ビートルズ来日、人口が一億人突破、日本テレビ系の演芸番組『笑点』放送
開始、全日空ボーイング727型機が東京湾に墜落し133人全員死亡、ＮＨＫ朝の連続ドラマ『おはなはん』が茶の間を独
占
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　当時
とうじ

、70歳
さい

以上
いじょう

の対象者
たいしょうしゃ

は僅
わず

か12名
めい

でした。世帯数
せたいすう

の増加
ぞうか

があり単
たんじゅ

純
ん

に比較
ひかく

はできませんが、今年
ことし

は467名
めい

(8月末
がつまつ

現在
げんざい

)の方
かた

が該当
がいとう

し、実
じつ

に約
やく

40倍
ばい

にまでになりました。今後
こんご

さらにこの傾向
けいこう

は続
つづ

くと予想
よそう

され

ます。

その敬老会
けいろうかい

も2011～2012年
ねん

(平成
へいせい

23～24年
ねん

)頃
ごろ

<*18>までは毎年
まいとし

大勢
おおぜい

の人
ひと

が集
つど

い、歌
うた

や踊
おど

り、楽器
がっき

の演奏
えんそう

等
とう

で盛大
せいだい

に開催
かいさい

されてきましたが、

会場
かいじょう

の確保
かくほ

から参加
さんか

人員
じんいん

の把握
はあく

、記念品
きねんひん

の手配
てはい

等々
とうとう

、事前
じぜん

の準備
じゅんび

に多
たぼう

忙を極
きわ

める一方
いっぽう

、参加者
さんかしゃ

が漸次
ぜんじ

減少
げんしょう

傾向
けいこう

にあり、催
もよお

しは記念
きねん

品
ひん

へと代
か

わり、現在
げんざい

に至
いた

っています。<*19>

<*18> 　平成23～24年（2011～2012)　の主な出来事　東日本大震災、原発事故で甚大被害、なでしこジャパンがサッ
カーＷ杯優勝、歴史的円高[一時１ドル＝75円32銭(ちなみに、現在は108～110円台)]、東京スカイツリー開業、ロンド
ン五輪開会
<*19> 　なお、東町内会では例年記念品をお届けしています。

１４．　十五夜
じゅうごや

9月
がつ

21日
にち

は十五夜
じゅうごや

です。陰暦
いんれき

の７、８、９月
がつ

を秋
あき

というので、その真
ま

ん中
なか

（陰暦
いんれき

8月
がつ

15日
にち

）が”仲秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

”というわけです。別名
べつめい

”芋
いも

名月
めいげつ

”とも云
い

われています。

　各家庭
かくかてい

では、芒
すすき

や女郎花
おみなえし

とともに芋
いも

はもちろん、秋
あき

の代表的
だいひょうてき

果物
くだもの

の

柿
かき

や栗
くり

、その他
た

を思
おも

い思
おも

いに供
そな

えます。

　この日
ひ

ばかりは、若
わか

い人
ひと

たちは他家
たけ

の柿
かき

や栗
くり

などをを失敬
しっけい

しても大
おおめ

目に見
み

られ、おとがめはありませんでした。

［参考
さんこう

］十三夜
じゅうさんや

10月
がつ

18日
にち

（陰暦
いんれき

9月
がつ

13日
にち

）の夜
よる

、十五夜
じゅうごや

の月
つき

に対
たい

して「後
のち

の月
つき

」と呼
よ

び、”芋
いも

名
めい

月
げつ

”に対
たい

して”豆
まめ

名月
めいげつ

”、”栗
くり

名月
めいげつ

”と言
い

います。　［日本語
にほんご

大辞典
だいじてん

より］
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１５．　部会
ぶかい

（クラブ活動
かつどう

）の変遷
へんせん

東
ひがし

町内会
ちょうないかい

には現在
げんざい

9つの部会
ぶかい

(*22)があります。町内会
ちょうないかい

が主導
しゅどう

して立
た

ち上
あ

げた会
かい

と、同好
どうこう

の士
し

が中心
ちゅうしん

となって発足
ほっそく

させた会
かい

とがあります。

古
ふる

くは、1980年
ねん

（昭和
しょうわ

55年
ねん

）創立
そうりつ

の婦人
ふじん

部
ぶ

の皆
みな

さんが関
かか

わって作
つく

り上
あ

げたのが、舞踏
ぶとう

の”あやめ会
かい

”や”大正
たいしょう

琴
こと

の会
かい

”です。

　時
とき

を経
へ

て、2006年
ねん

（平成
へいせい

18年
ねん

）にカラオケの同好会
どうこうかい

が結成
けっせい

されると、

これを機
き

に次々
つぎつぎ

と新
あたら

しい部会
ぶかい

が誕生
たんじょう

しました。

その主
おも

な要因
よういん

は、世帯数
せたいすう

の増加
ぞうか

と、比較的
ひかくてき

時間
じかん

にゆとりのある高齢者
こうれいしゃ

の多
おお

くが趣味
しゅみ

の多様化
たようか

に拍車
はくしゃ

をかけたと思
おも

われます。

各種
かくしゅ

同好会
どうこうかい

の活動
かつどう

は、町会
ちょうかい

員
いん

相互
そうご

の交流
こうりゅう

を促
うなが

し、絆
きずな

を強
つよ

め、結束力
けっそくりょく

、一
いった

体感
いかん

を醸成
じょうせい

する源泉
げんせん

となっています。

<*21> 　1911年刊行の『尋常小学唱歌』に掲載された文部省唱歌。この曲と歌詞が紛らわしいのが、「月が出た出た月
が出た」の歌い出しで有名な『炭坑節（たんこうぶし）』と云われている。

<*22> 　①グラウンドゴルフ、②カラオケ、③健康体操、④囲碁、⑤麻雀、⑥パソコン、⑦布ぞうり、⑧絵手紙、⑨サロン
ひまわり　(2022年現在、コロナ禍の影響等で①③⑨以外は休止中。

各部会（クラブ）活動

　♫「うさぎ」　　<*20>

　　　　　　　　　　　　童謡
どうよう

・唱歌
しょうか

　うさぎ　うさぎ

　なに見
み

てはねる

　十五夜
じゅうごや

お月
つき

さま

　見
み

てはねる

　♫「月
つき

」　　<*21>

　　　　　　　　　　　　　　　　童謡・
どうよう・

唱歌
しょうか

　でたでた月
つき

が　まるいまるい　まんまるい

　盆
ぼん

のような月
つき

が

　隠
か く

れた雲
く も

に　黒
く ろ

い黒
く ろ

い　真
ま

っ黒
く ろ

い

　墨
すみ

のような雲
く も

に

　またでた月
つき

が　まるいまるい　まんまるい

　盆
ぼん

のような月
つき

が

<*20> 　江戸時代から歌い継がれた日本古謡で、1892年（明治25年）の『小学唱歌 (ニ) 』で初めて教材として掲載され
た。当時は「なに"を"見てはねる」であったが、1941年（昭和16年）の『ウタノホン (下) 』から、現在の歌詞になった。

青少年会館 (昭和46年9月）

① グラウンドゴルフ ③ 健康体操 ④ 囲碁 ⑤ 麻雀

⑥ パソコン ⑦ 布ぞうり ⑨ サロンひまわり
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箪笥
たんす

や畳
たたみ

なども外
そと

に運び
はこび

出
だ

し、特
とく

に畳
たたみ

は縁
へり

同士
どうし

合
あわ

せ立
た

て掛
か

け、十分
じゅうぶん

日
ひ

に当
あ

て、一枚
いちまい

一枚
いちまい

丁寧
ていねい

に叩
たた

いたものです。

昨今
さっこん

の住宅
じゅうたく

は間
ま

取り
とり

が細分
さいぶん

化
か

され、畳
たたみ

部屋
べや

も少
すく

なく、気密性
きみつせい

も高
たか

い構
こうぞ

造
う

で、塵
ちり

も僅
わず

かで、年末
ねんまつ

の大掃除
おおそうじ

といっても日常
にちじょう

と余
あま

り変
か

わらないよ

うです。

１７．　お正月
しょうがつ

行事
ぎょうじ

のいろいろ

お正月
しょうがつ

は多
おお

くの行事
ぎょうじ

、風俗
ふうぞく

、習慣
しゅうかん

、伝説
でんせつ

などがあります。

初詣
はつもうで

に始
はじ

まって、お屠蘇
とそ

、雑煮
ぞうに

、お節料理
せちりょうり

、七草粥
ななくさがゆ

、鏡開
かがみびら

き、せいと焼
や

き

（さいと焼
や

き、セート焼
や

き、どんど焼
や

き、ドント焼
や

き、左義長
さぎちょう

、さらにダンゴ

焼
や

き）、コマ廻
まわ

し、カルタ、双六
すごろく

、羽根つき、鞠
まり

つき、書初
かきぞ

め、出初式
でぞめしき

、初夢
はつゆめ

などなど。　そのいくつかを紹介
しょうかい

します。

・初詣
はつもうで

（お寒
かん

詣
まい

り）：　三
さん

が日
にち

の朝
あさ

、暗
くら

いうちに近
ちか

くの神社
じんじゃ

、庚神様
こうしんさま

、お稲
いなり

荷様
さま

などに米
こめ

や小
ちい

さく作
つく

ったお供
そな

え（餅
もち

）を持
も

ってお詣
まい

りした。

・七草粥
ななくさがゆ

：　一月七日
いちがつなぬか

、近場
ちかば

で採
と

れるのは”セリ”ぐらい。あとは、大根
だいこん

、ホ

ウレン草
そう

、小蕪
こかぶ

、小松菜
こまつな

などが使
つか

われ、必
かなら

ずしも七草
ななくさ

ではなく、お供
そな

え

（餅
もち

）も砕
くだ

き、一緒
いっしょ

に煮込
にこ

んでお粥
かゆ

にした。

１６．　煤払
すすはら

い

ガスが普及
ふきゅう

する以前
いぜん

、台所
だいどころ

や風呂
ふろ

などで使
つか

う燃料
ねんりょう

は薪
まき

や枯木
かれき

、落葉
おちば

な

どでしたので、家
いえ

の中
なか

は煤
すす

だらけでした。

年末
ねんまつ

の煤払
すすはら

いは、正月
しょうがつ

の神
かみ

を迎
むか

えるために、煤
すす

を払
はら

い清
きよ

める神事
しんじ

の一
いちめ

面
ん

もあったので、多
おお

くの家庭
かてい

で行
おこな

いました。家
いえ

の内外
ないがい

の掃除
そうじ

には、先端
せんたん

の葉
は

だけを残
のこ

した長
なが

い笹竹
ささだけ

を２～３本
ぼん

束
たば

ね箒
ほうき

にして、神棚
かみだな

、仏壇
ぶつだん

をはじ

め、天井
てんじょう

や梁
はり

、障子
しょうじ

の桟
さん

、さらに手
て

の届
とど

き難
がた

いところの埃
ほこり

まで払
はら

い落
お

と

していました。
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・書初
かきぞ

め：　神棚
かみだな

に吊
つ

るし、せいと焼
や

きには注連縄
しめなわ

やお飾
かざ

りなどと一緒
いっしょ

に燃
も

やし、高
たか

く上
あ

がると上達
じょうたつ

する云
い

われた。

・男
おとこ

が家事
かじ

：　三
さん

が日
にち

、男
おとこ

は雑煮
ぞうに

を作
つく

り、部屋
へや

の掃除
そうじ

、雑巾
ぞうきん

がけなどをす

る習
なら

わしがあり、多
おお

くの家庭
かてい

でみられた。

１８．　節分
せつぶん

2月
がつ

3日
みっか

（木
もく

）は節分
せつぶん

です。鰯
いわし

の頭
あたま

を柊
ひいらぎ

の枝
えだ

に刺
さ

して、門
もん

や玄関
げんかん

口
ぐち

に掲
かか

げ

て、邪気
じゃき

を払
はら

う風習
ふうしゅう

は今
いま

でも見
み

かける風景
ふうけい

です。豆撒
まめま

きともいい、撒
ま

い

た豆
まめ

を歳
とし

の数
かず

だけ食
た

べると云
い

われたが、お年寄
としよ

りはその数
かず

だけ食
た

べる

とお腹
なか

を傷
いた

めるからと、一粒
ひとつぶ

を10歳
さい

に換算
かんさん

して食
た

べたとか・・・。

今年
ことし

は皆
みな

で「福
ふく

は内
うち

、鬼
おに

（コロナ）は外
そと

」と唱
とな

えて、ウィルスを追
お

い払
はら

い、

無病
むびょう

息災
そくさい

を願
ねが

いたいものです。

１９．　和泉
いずみ

川
かわ

沿
ぞ

いの名所
めいしょ

旧跡
きゅうせき

を訪
たず

ねる

東
ひがし

町内会
ちょうないかい

の近
ちか

くを流
なが

れる和泉
いずみ

川
がわ

は、相鉄線
そうてつせん

いずみ中央
ちゅうおう

駅
えき

から川沿
かわぞ

い

に下
くだ

ると、いくつかの史跡
しせき

、寺院
じいん

、神社
じんじゃ

、文化財
ぶんかざい

等
とう

を見
み

ることができま

す。

まず、駅周辺
えきしゅうへん

には地蔵
じぞう

ッ原
ぱら

の水辺
みずべ

、滝
たき

の前
まえ

不動尊
ふどうそん

、蚕
さん

霊
れい

供養塔
くようとう

などあ

り、南
みなみ

へ向
む

かえば、泉
いずみ

小次郎
こじろう

親
ちか

衡
ひら

伝承
でんしょう

地
ち

の泉
いずみ

中央
ちゅうおう

公園
こうえん

や長福寺
ちょうふくじ

があり

ます。

さらに下
くだ

ると、中之宮左馬神社
なかこれみやさばじんじゃ

、宝心寺
ほうしんじ

、四ツ谷
よつや

の石仏
せきぶつ

、天王森公園等
てんのうもりこうえんとう

があります。

◎泉中央公園
いずみちゅうおうこうえん

：　鎌倉時代
かまくらじだい

の武将
ぶしょう

泉小次郎
いずみこじろう

親衡
ちかひら

の館跡
やかたあと

と伝
つた

えられ、園
えんな

内
い

に馬洗
うまあら

いの池
いけ

がある。

◎長福寺
ちょうふくじ

：　泉
いずみ

小次郎
こじろう

が道場
どうじょう

として創建
そうけん

したと云
い

われる。境内
けいだい

には馬
うま

洗
あら

いの池
いけ

の畔
ほとり

から出土
しゅつど

した板
いた

碑
ひ

がある。

◎須賀
すが

神社
じんじゃ

：　泉
いずみ

小次郎
こじろう

が鎮守
ちんじゅの

神
かみ

として祀
まつ

った神社
じんじゃ

と云
い

われる。

◎中之宮
なかのみや

左
さ

馬
ば

神社
じんじゃ

：　和泉
いずみ

川
がわ

沿
ぞ

いに見
み

られるサバ神社
じんじゃ

の一
ひと

つ。

－　15　－



なお、「東
ひがし

町
ちょう

界隈
かいわい

の今昔
こんじゃく

探訪
たんぼう

」はこれにて終了
しゅうりょう

します。

縁
えん

あってこの地
ち

を終
つい

の住処
すみか

と決
き

めた私
わたし

たち、何
なに

よりも地元
じもと

を知
し

ること

が大事
だいじ

です。

近辺
きんぺん

の名所
めいしょ

旧跡
きゅうせき

を訪
たず

ね、その由来
ゆらい

を学
まな

び、また、行事
ぎょうじ

、習慣
しゅうかん

、伝説
でんせつ

等
とう

の

歴史
れきし

を知
し

ることで自
おの

ずと地域
ちいき

との繋
つな

がりが強固
きょうこ

になり、郷土
きょうど

愛
あい

が育
はぐく

ま

れます。これを契機
けいき

にさらに深
ふか

い絆
きずな

で結
むす

ばれた和泉
いずみ

東
ひがし

町内会
ちょうないかい

にと願
ねが

い、綴
つづ

った次第
しだい

です。

おわり

◎下和泉
しもいずみ

鯖神社
さばじんじゃ

：　これも和泉川
いずみがわ

沿
ぞ

いに見
み

られるサバ神社
じんじゃ

の一
ひと

つ。和
いずみ

泉川
がわ

、境川
さかいがわ

周辺
しゅうへん

には12のサバ神社
じんじゃ

(左馬
さば

、左婆
さば

、佐波
さば

、鯖
さば

）が存在
そんざい

しま

す。

◎天王
てんのう

森
もり

公園
こうえん

：　園内
えんない

にある天王
てんのう

森
もり

会館
かいかん

は旧
きゅう

清水
しみず

製糸
せいし

場
じょう

本館
ほんかん

で、明治
めいじ

期
き

に建
た

てられた市内
しない

に残
のこ

る唯一
ゆいいつ

の製糸
せいし

関連
かんれん

の遺構
いこう

です。(泉区
いずみく

散策
さんさく

ガ

イド「水
みず

と緑
みどり

と歴史
れきし

の散歩道
さんぽみち

」他
ほか

より）

　他
ほか

にも史跡
しせき

、寺院
じいん

がいくつかありますので、皆
みな

さん、一度
いちど

訪
たず

ねてみて

は如何
いかが

でしょうか。

２０．　最後
さいご

に
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畑中　祐一 （第15代町内会長：2022/4～）
はたなか　ゆういち（第38組）

～編集後記～

本冊子は、組長会議レジュメの付録として添付している「東
町内会だより」に19回（2020年7月～2022年2月）に渡り連
載したコラムを再編集したものです。

執筆者である安西香氏は、この地に居住されて長く、和泉
東町内会の役員としても永年ご活躍されて来られました。

　その氏により、コロナ禍という未曽有の状況の中で、和泉
東町内会長職を務める傍ら、泉区、立場、和泉東町内会
周辺の史跡や、町内会の昔の風習や行事についての回顧
を中心にエッセイ風に執筆していただきました。

　私は、氏の執筆した原稿を極力原文のまま生かすことに
注力するとともに、可能な範囲で時代背景や解説を追記す
ることで皆さんの理解がより深まるよう編集しました。

なお、氏によると、語り足りない出来事やエピソードがまだ
まだ沢山あるとのことでしたので、またの機会に第2弾の執
筆をお願いしたいと思っております。
乞うご期待ください！
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